
 

 

 

生徒アンケート集約                    Ｒ３ Ｒ２ 差 

                               （%）   （%） 

保護者アンケート集約                   Ｒ３ Ｒ２  差 
１ 学校でどのような教育活動が行われているかよく知っている 72.4 75.1 -2.7 
2 子どもは学校に行くのを楽しみにしている 76.0 84.8 -8.8 
3 子どもは学校の授業を理解している 65.0 63.0 2.0 
4 安心して学校に行かせている 86.6 91.4 -4.8 
5 学校は様々な相談ができる雰囲気がある 73.2 67.7 5.5 
6 子どもには「自分も大切にし、他の人も大切にする気持ち」

が育ってきている 
81.7 87.2 -6.2 

7 学校だよりを読んでいる 79.7 87.5 -7.8 
8 学校やＰＴＡからの案内通知を読んでいる 79.7 86.8 -7.1 

９ 通信機器のルールをつくっている 76.0   

                                              （%）   （%） 

 先日「学校評価アンケート」を生徒と保護者のみなさまにお願いしました。ご協力ありがとう

ございました。その集計ができましたので、報告させていただきます。 

上記の表は項目ごとに今年度（R3）と昨年度（R2）を比較しました。項目の右側にあります数

字は、Ａ「よく当てはまる」とＢ「やや当てはまる」を合計した総数に対する割合です。保護者

アンケートの回収率は 93.9％です。「差」は昨年度と今年度の割合の比較です。なお、今年度は

回収率が昨年度より下がったため、ＡとＢの割合が昨年度より下がり、そのためマイナスのポイ

ントが大きくなったと考えられます。しかし、昨年度との差は考慮せず、評価をします。 

今回の生徒・保護者アンケートについては集計を見る限り、生徒アンケートではすべての項目

でポイントが下がりました。保護者アンケートも、昨年度に比べ、多くの項目でポイントが下が

る結果になりました。このことは真摯に受け止め、結果について、その原因をしっかり考察し、

今後の学校としての取り組みに活かしていきたいと考えます。 

1 学校は楽しい 81.3 89.3  -8.0 

2 教科の授業はよくわかる 78.9 85.8 -6.9 

3 学校や学級のルールを守っている 91.9 95.8 -3.9 

4 挨拶はきちんとできている 91.5 96.9 -5.4 

5 掃除はきちんとできている 91.1 95.8 -4.7 

6 学校で困ったことがあったときは先生に相談をしている 63.4 72.8 -9.4 

7 学校では周りの友達を大切にしている 93.5 98.1 -4.6 

8 学校だよりを読んでいる 59.3 63.2 -3.9 

９ 通信機器のルールを守っている 85.4   
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生徒アンケートでは、まず“学校は楽しい”と答えた人が 81％いました。一人ひとり“楽し

い”と感じる事柄は違うと思います。その中で 80％を超える人が、楽しく登校してくれているこ

とは大変うれしいことです。しかし、昨年度に比べ少なくなりました。その原因の１つに「授業

がわかる」という項目も、わかるという人が減ったことがあると思います。授業がわからなけれ

ば、当然学校は楽しくないはずです。生徒のみなさんの学校での１番の目的は学習です。今後、

生徒のみなさんにとって、授業がわかりやすく、さらに勉強は楽しい、もう少し自分で調べて学

びたいと思えるような授業を、先生方がしっかり考え、授業づくりを行いたいと思います。他に

は「周りの友達を大切にしている」という項目が 93％、日ごろから大切にしている「思いやりの

心」を多くのみなさんが意識してくれていることは大変うれしく思います。これからも意識し、

そして行動や言葉に、もっともっと表れてくれることを期待したいと思います。今回、私が残念

だったのが「学校だよりを読んでいる」が 59％しかなかったことです。学校のこと、部活動のこ

と、私の考えなど、生徒のみなさんにはぜひ読んでほしいことを書いてきましたが、半分近くの

人が読んでくれていないことは大変残念です。「港中だより」は文字が多いですが、文章を読む

ことや、漢字の学習にもなると思います。これからもいろいろなことを生徒のみなさんや保護

者、地域の方々に発信していきたいと思います。 

また、生徒・保護者アンケートに共通して、学校に相談できる雰囲気がずいぶん足りないこと

も分かりました。生徒のみなさんも、保護者のみなさんも、相談しにくいと感じられることも、

一度思い切って相談してみてください。相談は担任だけでなく、話しやすい職員なら誰でもいい

と思います。学校も、相談しやすい体制を考えてみます。 

 保護者アンケートにつきましては、“学校の教育活動をよく知っている”の割合が 72％になっ

ていることが気がかりです。学校で何をしているのか、どんな活動をしているのかがわからなけ

れば、保護者のみなさまもたいへん不安だと思います。学校から、港中だよりの他、ホームペー

ジでも、学校経営方針、いじめ防止基本方針、部活動ガイドライン、行事予定、学校での取り組

みなど積極的に掲載しています。また、紙ベースでは、学習について各教科の「学習の進め方」

を年度当初に全家庭に配布しています。これまでも、様々な発信をしてきたつもりでしたが、各

保護者のみなさまに十分伝わっていないこともわかりました。これからはさらに、発信し続けた

いと思います。それと、できるだけお子様に学校での出来事を聞いてあげてください。中学生で

すから、返事も適当で、何もしゃべらないこともあると思います。でも、話したいことがあると

きもあります。その機会を逃さないよう、ぜひご家庭での会話をお願いします。 

また、さまざまなご意見をいただきました。学校に感謝の言葉もたくさんありました。ご意見

の中には、感染症予防対策に関連するものもありました。例えば、運動会、文化祭など学校行事

への保護者の参加について、また感染症予防対策についてなどです。学校は集団で生活していま

すし、生徒一人ひとり、各ご家庭の状況も異なります。その中で、感染症を予防するためにより

よい方法を模索しています。予防策に完璧なものはありませんが、子どもたちの学習を保証する

ことはもちろん、制限はありますが、行事を行うことで多くの事を得てほしいと考えています。

保護者のみなさまにはご迷惑をおかけしますが、ご理解、ご協力をいただきたいと思います。 

その他には、学校からの配布物（たよりなどのプリント類）が届かない、との相談もありまし

た。配布したもので、重要なものにつきましては、ＨＰに掲載することも考えていきます。「す

ぐメール」は原則、緊急時にのみ使用しますので、それ以外での使用は行いません。ご了承くだ

さい。保護者のみなさまには記名の上、ご意見をいただきましたので、これまでと同様に、学校

としても一つひとつ責任を持って、内容を検討し、実行することが難しいものもありますが、し

っかり取り組んでいきたいと思います。一人一台端末など教育内容や、教職員の働き方も大きく

変わろうとしています。不易流行を大切にし、様々なことを検討していきたいと思います。これ

からも港中学校の教育活動にご理解、ご協力いただきますようよろしくお願いいたします。アン

ケートにご協力、ありがとうございました。 


